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本
書
は
高
組

N
千
二
百
五
+
年
の
聖
忌
に
際
し
て
報
恩
謝
徳
の
微
衷

を
表
せ
ん
が
爲
め
に
、
摩
訶
衍
同
人
諸
氏
が
特
に
五
部
九
卷
を
中
心
こ

し
て
の
芳
躅
に
し
て
,
素
よ
り
墨
者
の
研
究
に
資
す
る
の
目
的
に
は
あ

ら
す
。
唯
だ
高
組
を
知
ら
ざ
る
人
、
此
の
書
に
據
り
て
高
組
に
接
す
る

こ
ε
を
得
べ
く
、
高
組
を
信
す
る
の
人
は
更
に
此
の
書
を
得
て
愈
々
信

念
の
堆
上
を
與
へ
ら
れ
ん
。

本
書
の
編
輯
成
る
に
際
し
て
は
同
人
諸
氏
等
し
く
校
閲
の
勞
を
盡
さ

-
れ
、
而
も
惜
し
む
ら
く
は
刊
行
そ
の
急
を
い
そ
ぎ
十
二
分
の
是
正
を
仰

ぐ
事
能
は
す
。
殊
に
岸
、
小
西
爾
氏
の
塙
に
於
て
組
版
體
裁
に
些
末
の

缺
點
あ
ら
ん
も
、
そ
は
累
を
編
者
に
の
み
能
へ
ら
れ
ん
事
を
Q

顧
み
て
思
へ
ば
逋
く
開
組
七
百
年
御
忌
に
際
し
て
は
鹿
溪
同
人
に
よ

り
て

『
法
然
上
人
芳
躅
集
』
の
出
つ
る
あ
り
。
近
く
は
宗
祺
開
宗
七
百

五
+
年
記
念
に
は
無
礙
光
同
人
に
よ
る

悶我
祺
法
然
上
人
」
の
編
纂
あ

り
。
今
こ
の
聖
忌
に
臨
み
て
は
摩
'?1'G
衍
同
人

の

『
高
組
善
導
大
師
』
の

剛
卷
を
得
り
亦
偶
然
な
ら
庵
き

信
す
。

本
書
の
編
輯
に
當
り
,
惠
谷
隆
戒
、
田
中
順
照
、
井
川
定
慶
の
三
氏

よ
り
玉
稿
其
他
の
芳
情
を
與

へ
ら
れ
し
は
欣
激
の
至
り
、
近
く
別
册
の

刊

行
を
以
て
卷
頭
に
飾
り
深
厚
に
酬

い
ん
。

本
書
狡
正
に
於
て
は
そ
の

一
傘
を
松
本
義
圓
君
に
、

そ
の
他
の
助
力

を
川
副
清
厚
、
加
藤
俊
雄
、
山
尾
純
孝
の
諸
君
に
員

ふ
所
少
な
か
ら
す

記
し
で
そ
の
提
護

を
謝
す
。

本
書
の
發
閲
を
終
り
て
貧
生
亦
摩
訶
衍
の
編
輯
室
を
去
ら
ん
ε
す
。

省
み
て
三
霜
、
恒

に
同
人
諸
代
の
絶
大
の
同
情
ε
玉
稿
の
惠
澤
に
浴
し

而
も
非
才
何
の
報

ゆ
る
所
な
し
。
自
ら
發
露
し
懺
悔
す

る
所
な
る
も
、

貧
生
幸
ひ
に
し
て
近
く
高
祺
の
聖
地
巡
禮

の
行
に
加
は
り
て
長
安
を
訪

れ
ん
ーこ
す
。
即
ち
本
書
を
廟
塔
に
呈
し
て
報
恩
を
謝
徳
せ
ん
の
み
。


